
　先日、車が鹿にぶつかりその反動で対向車にぶ

つかるという大変な事故がありました。

　我々も一度や二度、ぶつかった人もいるだろう

し、ヒヤッとしたことがあると思うのですがこん

な事が続きしかも熊も出ると、警察にすぐ連絡、猟友会は高齢

化してきて中々駆除が難しい、しかも住宅地では発砲が出来な

いという事で、段々このような中で暮らさなければならないの

かと、心配しております。

　調べてみると一万年前、犬を丁寧に埋葬しているという事例

がありまして、どうやら犬を飼うことによって他の野生動物か

ら特に熊や狼から身を守っていたのではないかと。今は犬を家

の中で飼うという家庭が多くなっていますが、犬が吠える事に

効果があるのだろうと、放し飼いにすれば小熊や小鹿が現れて

も中々近づかないという事になるのでしょうけれど、犬がか

じった事で新聞記事になる時代なので難しい事なのかなと思い

ます。しかし何かを考えていかないと人間の方が囲いの中で暮

らすという事になっていくのだと思います。

幹事報告 佐藤幹事

１）例会日程・変更等のお知らせをレターボックスへ配布しておりますのでご確認ください。

２）11月のロータリーレートは、１＄148円です。（前月比＋３円）
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昼　食
スープ

鶏むね肉のコンドンブルー
季節野菜のサラダ

ライス　デザート　コーヒー
※写真がピンボケなため、掲載出来ません。
ご了承ください。

■ビジター 髙田親睦活動委員

〈北見東ＲＣ〉和田　修一さん

■ニコニコボックス 石田親睦活動委員

窪之内会長

誕生祝ありがとうございます。

紺野会員

10万匹に１匹の確率で生まれると

いう青いニホンアマガエルを見つ

け飼っています。２ヶ月経ちまし

たが元気です。幸せをはこぶと言

われていますが幸せを実感してい

ません。
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《コミュニケーションとふりかえり》
■会　長 窪之内　覚 ■会長エレクト 斉藤伸一郎
■副会長 西村　清一 ■幹　　　　事 佐藤　尊人

「ともに紡ごう！ロータリーの未来へ」



プログラム Ｒ財団月間に因んで
Ｒ財団委員会

　野呂ロータリー財団野呂ロータリー財団委員長
から寄付についての詳しい説明とポリオ等の動画
を見ました。

ご寄付の力

　ロータリー財団へのご寄付は、より健康で平和な地域社会を
築くための活動を支援するものです。ロータリー会員をはじめ
とする支援者の方々からの支えがなければ、財団の活動は成り
立ちません。

寄付の重要性

　ロータリー財団は、ほぼすべての国で活動している世界有数
の組織です。資金管理を重視し、ご寄付の90％以上は、奉仕プ
ロジェクトを支える補助金、ロータリー平和センターやポリオ
プラスなどの各種プログラム、奨学金、プログラム運営費に使
われています。
　ロータリー財団は、世界で最も効果的かつ管理が行き届いた慈善団体の一つとして認められており、
慈善団体の格付け評価を行うCharity Navigatorから13年連続で4つ星の最高評価、またCharity Watchか
らもA+の評価を受けています。

ご寄付がもたらすインパクト

・わずか60セントで、一人の子どもをポリオから守ることができます。
・50ドルで、水を原因とする疾病を予防するための浄水フィルターを提供できます。
・500ドルで、いじめ防止キャンペーンの資金を提供し、子どもたちのより安全な環境を作ることが

できます。

ご寄付によって支えられる人道的プロジェクト

　財団には、毎年数百万ドルもの惜しみないご寄付が寄せられ、グローバル補助金を通じたロータ
リー重点分野での活動や、大規模プログラム補助金、ロータリー平和センターなどを支えています。 
また、ロータリー会員は、世界中の地域社会で、年間約4700万時間、推定8億5,000万ドルに相当する
ボランティア活動に従事しています。
　財団に寄付することがなぜ重要なのか、また、ご寄付によって世界中の地域社会にどのようなイン
パクトがもたらされるかを、クラブ会員や地元の人びとに知ってもらいましょう。

ポリオの根絶

　ロータリーは1979年以来、世界からポリオをなくすために根気強く活動を続けてきました。ポリオ
ウイルスに感染すると、生涯にわたる身体障害やまひ症状を引き起こし、死に至ることもあります。
　ポリオの治療法や特効薬はありませんが、ワクチンで予防することができます。そのため、ロータ
リーでは、ポリオに感染する可能性が最も高い5歳未満のすべての子どもたちに、ワクチンを接種す
ることを目標としています。ポリオプラス基金へのご寄付は、この目標の達成を支える力となります。

ポリオ根絶に向けた進展

　ロータリーとそのパートナー団体は、1988年以来、世界でのポリオ発症数を99％以上減少させるこ
とに成功しています。下の動画をクリックすると、ポリオ根絶活動の世界的な進展をご覧いただけま
す（音声はありません）。
　ご寄付があればこそ、ロータリー財団は、地元や海外の人道的プロジェクト、プログラム、奨学金、
職業研修チームの資金源となる、さまざまな補助金を提供できます。ロータリーでは、これらの補助
金を通じて、平和構築と紛争予防、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教育と識字率向
上、地域社会の経済発展、環境を支援しています。

年次基金

　年次基金（シェア）は、財団の活動の多くを支えており、グローバル補助金と地区補助金の資金源

■11月の誕生祝 市村親睦活動委員

小泉会員、佐藤幹事、窪之内会長、
今川会員、宮田会員

■11月の結婚祝 市村親睦活動委員

渡辺（和）会員、三浦会員



となっています。
　年次基金（シェア）への寄付は、「シェアシステム」と呼ばれる仕組みを通じて、5％の運営費
が差し引かれた後、WF（国際財団活動資金）とDDF（地区財団活動資金）に分けられます。地区は、
寄付の3年後にDDFをクラブや地区、または財団のプロジェクトのために活用できます。WFは、世界
中で財団のビジョンを推進する補助金のために活用されます。

恒久基金

　ロータリー財団の重要な補助金やプログラムを将来にわたって継続できるようにすることは、非常
に重要なことです。寄付者は、継続的に収益をもたらす恒久基金に寄付することで、それを支えるこ
とができます。
　恒久基金へのご寄付は、寄付者が亡くなった後もロータリーのプログラムを支え続けます。ご寄付、
あるいは遺贈計画を立てることによって、ロータリーの各種プログラムの未来を確かなものにするこ
とができます。
　ロータリー財団は、ご寄付を細心の注意を払って管理します。恒久基金へのご寄付は投資され、元
金が支出されることはなく、毎年、支出可能な収益のみが指定されたプログラムや補助金の支援に充
てられます。
　年次基金と同様、恒久基金ではいくつかの選択肢から寄付先を選ぶことができます。以下の矢印を
クリックして、それぞれの選択肢をご確認ください。

寄付者の認証

　ロータリー財団では、寛大な寄付をされた方に感謝の意を表するために、認証の機会を設けていま
す。

「財団の友」会員

　年次基金に毎年100ドル以上のご寄付をされた方。 

ベネファクター

　遺言またはそのほかの遺産計画にロータリー財団恒久基金を1,000ドル以上の受取人として指定さ
れた方、または恒久基金に1,000ドル以上を現金で寄付された方。

ポール・ハリス・フェロー

　年次基金、ポリオプラス、承認された財団補助金のいずれかに1,000ドル以上を寄付された方。寄
付者は、ご本人以外の方のお名前で1,000ドル以上を寄付することで、ポール・ハリス・フェローの
称号をほかの人に贈ることもできます。

マルチプル・ポール･ハリス･フェロー

　年次基金、ポリオプラス基金、または財団が承認した補助金プロジェクトに追加で1,000ドル以上
をご寄付いただくごとに、「マルチプル・ポール・ハリス・フェロー」として認証されます。

　寄付者のニーズと関心は一人ひとり異なります。
　時間をかけて寄付の選択肢を検討し、ご自分に最も合った方法をお選びください。
　世の中にどのような変化をもたらしたいですか。
　財団のプログラムやイニシアチブにどのように参加したいですか。
　財団がこれからも「世界でよいこと」をしていくために、皆さまのコミットメントが必要とされて
います。

■ 例会予告 11 月 24 日 情報集会報告 Ｒ情報委員会

12 月 1 日 年次総会（役員・理事選出）	 会長・幹事
会員卓話「私の青春」	 平間	俊男	会員　プログラム委員会

■会報委員長　岡村　秀明　／　■編集文責　小嶋　隆博

出席報告 出席委員会
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